
 71

エ）赤潮の発生 
赤潮については、水産生物への直接的な環境要因となる場合（シャットネラ赤潮）と、底質

中の有機物の増加といった直接的な環境要因の変化に係わる場合とがある。ここでは、両者を

含めた赤潮全般に関する問題として、水温上昇、透明度上昇、富栄養化、浄化能力（二枚貝類

による海水濾過の低下）、潮流の低下・潮位差の減少を取り上げるとともに、シャットネラのみ

に関しては貧酸素水塊を取り上げて、以下のとおり検討した。 

 
① 水温の上昇 

一般的に水温の上昇により植物プランクトンの増殖速度は増加することが知られている。水

温上昇の影響は種類毎に異なり、主要な赤潮プランクトンに関し、水温と成長速度のモデル式

が作成されている。有明海の水温の長期的変化（1984～1989 年の平均水温と 1997～2003 年の

平均水温の差）をこのモデル式を入れて計算すると、増殖速度は季節によって一定程度増加す

る結果となった（別添資料 62）。珪藻赤潮の代表種である Skeletonema costatum の増殖速度の

計算結果は、冬季において福岡県・佐賀県水域で 11～15％、長崎県・熊本県水域で 2～3％の増

加、冬季以外は 1～7％の減少となった。 

実際に冬季の珪藻赤潮の発生日数をみると、モデル式では佐賀県・福岡県海域より増殖速度

が低い熊本県海域で赤潮発生日数が大きく増加しており（図 4.4.10）、また、冬季以外の季節

においても珪藻赤潮の発生日数に増加傾向が見られた（別添資料 63）。 

水温上昇は、赤潮の増加の要因の一つである可能性があるとは考えられるが、水温上昇以外

の要因も大きく影響している可能性があるものと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4.10 有明海の冬季（１～３月）の平均水温と珪藻赤潮の発生日数 

 

 

② 透明度の上昇 

透明度上昇は、光制限を緩和し、植物プランクトンの増殖に有利に働くと一般的には考えら

れ、透明度と植物プランクトンの増殖については表 4.4.1 の関係が示されている。 

有明海の平均透明度は、ほとんどの海域で上昇が認められ、特に海域では熊本県海域、季節

では冬季における上昇率が高い（別添資料 64）。例えば、熊本県海域の夏季の透明度は、3.6ｍ
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（1984～1989 年）から 4.7ｍ（1997～2003 年）に上昇しており、これを上記の表 4.4.1 に照合

すると増加率は３割程度の増大となった。 

【熊本県海域の夏季の透明度】 【表 4.4.1 の透明度と１週間後の増加率（減耗率 30％）】 

3.6ｍ(1984～1989)       透明度 3.63ｍ  増加率 1045（％） 

4.7ｍ(1997～2003)           〃  4.83ｍ   〃  1397（％） 

表 4.4.1 植物プランクトンの光による成長制限及び 1 週間後の増加率と透明度、混合層水深、捕

食や移流拡散による減耗との関係（水温は 27℃、昼の長さは 14 時間、栄養塩制限は考

慮しない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、有明海では透明度の上昇率の大きい海域（佐賀県沖や熊本市沖）において、赤潮の

発生日数が増加していることから（図 4.4.11、図 4.4.12）、透明度の上昇は赤潮の発生の増

加の要因の一つであると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4.11 有明海における透明度の上昇幅（上段）と上昇率（下段）の水平分布 

  左：年間平均値(1976 年～2004 年）、中央：4～9月、右：10～3月 
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図 4.4.12 有明海における年代別の 10～3 月の平均赤潮発生日数（日/半年） 

 

 

③ 富栄養化、貧酸素水塊 

降雨等による淡水及び栄養塩類の流入が珪藻赤潮の発生につながるとされているが、有明海

に流入する主要河川の流量に明確な傾向は認められず（別添資料 65）、負荷量も昭和 50 年代に

高い傾向が見られたが、その後は減少傾向にある（第３章１参照）。また、水質の栄養塩濃度（DIN､

DIP）についても近年増加傾向はみられない（第３章３参照）。淡水や栄養塩の流入と珪藻赤潮

の長期的な増加との関係については、現在ある情報では判断ができず、陸域からの影響を大き

くする他の要因（成層化など）を含めた検討が必要と思われる。 

 

また、Chattonella 属（ラフィド藻）の赤潮は、富栄養化した流速の低い海域における貧酸

素水塊の形成、底泥からの栄養塩の供給と関係すると考えられ、また、鉄が Chattonella 属の

増殖を促進することが知られている（別添資料 66）。前述のとおり、有明海の湾奥西部海域や

諫早湾奥では底層環境の悪化が推測されているが、こうした海域においては、貧酸素水塊の形

成によって底泥から鉄や栄養塩類が溶解し、貧酸素水塊の崩壊の際に窒素や燐と一緒に鉄が供

給されて Chattonella 属の増殖を促進していると考えられ、貧酸素水塊の発生が Chattonella 

属の赤潮の増加の一因となっているものと思われる（図 4.4.13）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4.13(1) 有明海における赤潮発生日数の推移：長崎県（諫早湾）水域、佐賀県水域 
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図 4.4.13(2) 有明海における赤潮発生日数の推移：福岡県水域、熊本県水域 

 

 

④ 浄化能力の低下 
1990 年以前の二枚貝による一日当たりの濾水量（夏季）は、4-10 億ｍ３であり、大潮時の干

潟への海水交流量に匹敵し、アサリの最盛期における濾水量は 4-6 億ｍ３に達するとの推定が

なされている（表 4.4.2）。アサリ等の二枚貝の減少は、懸濁物の除去能力を低下させ、海域の

浄化能力の低下を招き、赤潮を増大させる要因の一つと考えられる。 

また、二枚貝の赤潮原因種の植物プランクトンの摂餌による直接的な赤潮発生の抑止につい

て評価するにはアサリ等の二枚貝の主要食物について更なる調査が必要であろう。 

 

表 4.4.2 有明海の水容量、海水交換量、河川流量及び二枚貝による 1日当たり濾水量の比較 

（単位：×106kL） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 潮流の低下・潮位差の減少 

一般的に、流動が弱まり、海水が滞留しやすくなると、植物プランクトンの集積が促され、

赤潮が発生しやすくなる。有明海においても、小潮時にシャットネラ赤潮の発生が多いことや

クロロフィルの増加が見られることが報告されている（別添資料 67）。 

前述４の（１）のア）で考察したように、有明海では長期的に潮流の低下や潮位差の減少が

生じている可能性が高く、赤潮発生を増加させる要因の１つと考えられる。 
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オ）透明度の上昇 
有明海では経年的に透明度の上昇が認められ、特に湾奥西部、熊本市沖合海域での透明度の

上昇が大きい（図 4.4.11）。また、1990 年代（特に後半）に顕著な透明度の上昇がみられると

の報告がある。 

透明度の上昇について、潮流速の減少による浮泥のまき上がりの減少、河川からの懸濁物流

入の減少、透明度の高い外海水の流入が要因として想定される。 

有明海湾奥部では、潮流速の増加と底層の SS 濃度の上昇が一致するため（図 4.4.4）、潮流に

よる底泥のまき上げが SS濃度の増加の主因と推測され、また、有明海の潮流速は、前述ア）の

とおり長期的に減少した可能性が高いと考えられることから、潮流速の減少による底泥の巻き

上げの減少が SS 濃度の低下につながり、透明度の上昇の一因となって顕れた可能性が推測され

る。ただし、短期的イベントとしては、SS 濃度は、潮流速だけではなく、河川の高濁度水塊の

移流等の影響も受けるため、その変動傾向は海域により異なることに留意する必要がある（図

4.4.4 参照）。 

懸濁物流入、外海水の流入に関しては、筑後川からの SS 負荷量（ＬＱ曲線からの推定）及び

有明海湾口部の塩分に明確な増減傾向は認められない（別添資料 68）。 
このほか、ノリ網の影響については、佐賀県側の筑後川河口域のノリ漁場（支柱漁場）の近

傍の調査点において、ノリ網による流速の減少が認められるとともに、SS 濃度と潮位差の関係

はノリ漁期の最盛期と終期で傾向が異なる（図 4.4.14）。ノリ網の抵抗による潮流速の減少がノ

リ漁期の周辺海域における SS濃度の低下（透明度の上昇）の要因の一つになっていると推測さ

れる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.4.14 2002 年度ノリ漁期の潮位差（三池港）

と定点 2における表層（水深約 1m）の

日平均 SS濃度の関係（○ノリ漁期盛期、

●前期および終期） 

 


